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緑の地球新聞

中国陝西省の地図
陝西省は中国大陸の中央部に位置している。楡林市
はこの陝西省最北部の行政区。

2014 年春。
半砂漠地の厳しい環境の中での樟子松の植林風景。

2019 年春。
順調に成長しつつある樟子松の植林地風景

順
調
に
進
展
す
る

中
国
東
陽
山
緑
化
事
業

植
林
で
し
た
が
、
２
０
１
９
年
６
月
時
点

で
、
苗
木
の
高
さ
は
最
高
2.7
ｍ
、
最
低
で

も
1.5
ｍ
に
達
し
、
活
着
率
も
87
．９
％
と

良
好
な
数
字
を
示
し
て
い
ま
す
。

防
護
林
と
し
て
順
調
に
成
長
し
て
い
る

本
件
植
林
地
に
は
、
防
風
防
砂
、
水
と
土

の
保
持
、
空
気
の
浄
化
、
環
境
美
化
等
の

多
く
の
効
果
が
期
待
さ
れ
て
お
り
、
当
地

の
生
態
防
護
シ
ス
テ
ム
と
し
て
欠
か
す
こ

と
の
で
き
な
い
も
の
に
な
り
つ
つ
あ
る
こ

と
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

●�

２
０
１
８
年
、
２
０
１
９
年
の
２
年
間

の
取
組

緑
化
事
業
の
開
始
か
ら
６
年
目
と
な

る
２
０
１
８
年
５
月
、
そ
れ
ま
で
の
植
林

地
か
ら
約
３
キ
ロ
離
れ
た
地
に
、
新
た
に

９
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
ク
ル
ミ
の
植
林
を
実
施

し
、
覚
書
に
記
さ
れ
た
25
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

植
林
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
完
成
し
ま
し
た
。

２
０
１
９
年
６
月
に
は
２
８
６
本
が
補

植
さ
れ
、
ク
ル
ミ
の
植
林
本
数
は
併
せ
て

漠
地
で
す
。

本
件
事
業
も
あ
と
１
年
と
な
り
ま
し

た
。
今
般
陝
西
省
か
ら
植
林
の
状
況
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
の
で
、お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
２
０
１
７
年
ま
で
の
５
年
間
の
取
組

２
０
１
３
年
か
ら
２
０
１
７
年
ま
で
の

５
年
間
に
、
補
植
を
含
め
て
６
，
４
８
０

株
の
樟
子
松
が
、
16
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
地
に

植
林
さ
れ
ま
し
た
。
植
林
現
場
の
あ
る
楡

林
市
は
、
名
前
の
と
お
り
、
も
と
も
と
は

楡に
れ

の
林
の
あ
る
風
光
明
媚
な
地
だ
っ
た
の

で
し
ょ
う
が
、
近
年
砂
漠
化
が
進
み
、
中

国
の
「
防
砂
治
沙
」
の
重
点
都
市
に
指
定

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

砂
漠
化
が
進
む
厳
し
い
環
境
条
件
で
の

中
国
東
陽
山
緑
化
事
業
は
、
当
基
金
と

陝
西
省
楡
林
市
横
山
県
と
の
間
で
交
わ
さ

れ
た「
造
林
に
関
す
る
覚
書
」に
基
づ
き
、

２
０
１
３
年
か
ら
２
０
２
０
年
ま
で
の
８

年
間
、
陝
西
省
東
陽
山
に
お
い
て
25
ヘ
ク

タ
ー
ル
、
１
万
４
０
０
株
の
植
林
を
行
う

こ
と
と
し
て
取
り
組
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

陝
西
省
は
中
国
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置

し
、
省
都
は
西
安
（
か
つ
て
中
国
の
政

治
、
経
済
、
文
化
の
中
心
地
で
あ
っ
た
長

安
の
都
）
で
す
。
植
林
現
場
の
あ
る
楡
林

市
は
、
陝
西
省
の
最
北
部
に
位
置
し
、
西

安
か
ら
飛
行
機
で
約
１
時
間
か
か
る
遠
隔

地
で
す
。
気
候
条
件
は
厳
し
く
、
夏
の
最

高
気
温
33
度
、
冬
の
最
低
気
温
マ
イ
ナ
ス

20
度
、
年
間
降
雨
量
約
５
５
０
㎖
の
半
砂
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様
性
」
が
９
時
58
分
で
１
位
と
な
り
、
次

い
で
「
人
口
」、
＊「
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
」

が
９
時
54
分
で
同
率
の
２
位
と
な
り
ま
し

た
。（
＊「
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
」
と
は
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
、
資
源
多
消
費
型
の
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
か
ら
の
転
換
を
意
味
し
ま
す
。）

ま
た
、「
気
候
変
動
」
は
ア
ン
ケ
ー
ト

回
答
者
が
危
機
時
刻
を
決
め
る
上
で
最
も

念
頭
に
置
い
た
項
目
で
し
た
が
、
危
機
時

刻
で
は
９
時
44
分
で
４
位
で
し
た
。

２
０
１
９
年
度
か
ら
、「
環
境
問
題
へ
の

取
組
に
改
善
の
兆
し
は
見
ら
れ
る
か
」
と

の
設
問
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

る
と
、
脱
炭
素
社
会
へ
の
転
換
に
つ
い
て

地
域
差
は
あ
る
が
、
全
体
と
し
て
わ
ず
か

な
が
ら
改
善
が
見
ら
れ
る
と
の
結
果
が
出

た
反
面
、
危
機
時
刻
を
決
め
る
上
で
最
も

深
刻
と
さ
れ
た
「
生
物
多
様
性
」
は
５
位

に
と
ど
ま
り
、
深
刻
さ
が
増
し
て
い
る
こ

と
が
危
惧
さ
れ
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

環
境
危
機
時
計
９
時
46
分
と

な
る
。

調
査
開
始
以
来
最
悪
と
な
っ

た
２
０
１
８
年
の
９
時
47
分

と
ほ
ぼ
同
じ
結
果

環
境
悪
化
に
よ
る
人
類
存
続
の
危
機

を
、
世
界
の
有
識
者
等
は
ど
う
認
識
し
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

９
月
６
日
に
公
益
財
団
法
人
「
旭
硝

子
財
団
」
が
２
０
１
９
（
令
和
元
）
年
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
を
公
表
し
ま
し

た
。
調
査
は
１
９
９
２
（
平
成
４
）
年
よ

り
毎
年
実
施
さ
れ
て
お
り
、
今
年
は
世
界

１
４
３
か
国
２
，０
７
２
名
か
ら
回
答
が

あ
り
ま
し
た
。

環
境
悪
化
に
よ
る
人
類
滅
亡
の
時
刻
を

１
２
時
と
す
る
「
環
境
危
機
時
計
」
は
、

２
０
１
９
年
は
１
分
戻
っ
て
９
時
46
分
と

な
り
、
調
査
開
始
以
来
最
悪
と
な
っ
た
昨

年
と
ほ
ぼ
同
じ
数
値
と
な
り
ま
し
た
。

過
去
６
年
間
の
危
機
時
刻
の
推
移
は
表

の
と
お
り
で
す
。
危
機
意
識
が
高
い
地
域

は
オ
セ
ア
ニ
ア
10
時
31
分
、
北
米
10
時
30

分
、
西
欧
10
時
６
分
と
続
き
、
低
い
地
域

は
ア
フ
リ
カ
８
時
59
分
で
し
た
。

日
本
は
９
時
39
分
で
し
た
が
、
２
０
１
７

年
９
時
８
分
、
２
０
１
８
年
９
時
31
分
か
ら

大
き
く
時
計
の
針
が
進
み
、
危
機
意
識
が

高
ま
っ
て
い
ま
す
。

個
々
の
環
境
問
題
を
み
る
と
、
危
機
時

刻
を
決
め
る
上
で
最
も
深
刻
だ
と
思
わ
れ

る
問
題
は
、
昨
年
３
位
だ
っ
た
「
生
物
多

９
３
３
株
（
楠
子
松
６
，
４
８
０
株
、
ク

ル
ミ
４
，４
５
５
株
）
の
苗
木
を
植
え
付

け
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

残
り
１
年
間
は
新
た
な
植
樹
は
せ
ず
、

今
ま
で
植
樹
し
て
き
た
林
の
補
植
や
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
管
理
を
し
っ
か
り
と
行
い
、
25

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
植
林
を
完
成
さ
せ
て
い
く

予
定
で
す
。

日
中
が
協
力
し
て
造
成
し
た
林
が
、
今

後
長
き
に
わ
た
っ
て
、
安
定
し
た
防
風
防

砂
効
果
と
経
済
効
果
（
利
益
）
を
両
立
で

き
る
こ
と
を
強
く
願
っ
て
い
ま
す
。

４
，４
５
５
株
と
な
っ
て
い
ま
す
。

２
０
１
９
年
６
月
時
点
で
の
苗
木
の
活

着
率
は
92
．３
％
と
良
好
で
す
。
成
長
状

態
も
良
く
、ま
だ
ご
く
少
数
の
木
で
す
が
、

２
０
１
９
年
に
実
を
結
び
ま
し
た
。

２
０
２
０
年
に
は
ほ
と
ん
ど
の
苗
木
が

実
を
結
ぶ
見
込
み
で
す
。

ク
ル
ミ
は
耐
寒
性
、
耐
旱
魃
性
に
優

れ
た
特
長
を
有
し
て
お
り
、
土
地
が
痩
せ

て
日
当
た
り
が
強
く
、
旱
魃
地
で
あ
る
黄

土
高
原
で
も
、
谷
間
に
し
っ
か
り
根
付
い

て
い
ま
す
。
現
地
で
は
本
件
植
林
事
業
に

よ
る
高
い
経
済
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。

●�

今
後
の
本
件
植
林
事
業
へ
の
対
応

中
国
東
陽
山
緑
化
事
業
は
、
事
業
開

始
か
ら
本
年
ま
で
の
７
年
間
で
、
25
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
地
に
、
覚
書
を
上
回
る
１
０
，

２
０
１
８
年
の
植
林
時
の
ク
ル
ミ
の
苗
木
。

２
０
１
９
年
の
状
況
。
１
年
経
過
し
て
実
が
成
る
ま

で
に
成
長
し
た
ク
ル
ミ
の
木
。

2018 年のクルミの植林地。乾燥した大地が続いている。
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2019 年 9 月 6 日 
公益財団法人 旭硝子財団 

第 28 回「地球環境問題と人類の存続に関するアンケート」調査結果 
 

公益財団法人旭硝子財団（理事長：石村和彦）は、1992 年より、毎年、世界の環境有識者を対象

に環境アンケート調査を実施しております。今年は世界 205 カ国に調査票を送付し、143 カ国

2,072 名から回答を頂きました。以下に本年度の調査結果の要点を発表致します。（調査結果の詳

細は「第 28 回地球環境問題と人類の存続に関するアンケート調査報告書」に記載してお手元にお

届けすると共に、9 月 6 日午前 11 時より財団ウェブサイトでもご覧頂けます。） 

I. 環境危機時計 ®～人類存続の危機に関する認識 

I-1 環境危機時刻 

・全回答者の平均危機時刻は昨年より 1 分戻って 9 時 46 分。 

 
・1992 年の調査開始以来最も針が進んだ昨年とほぼ同じ危機感を示している。 

 

過去 6 年間の危機時刻経年変化（全世界） 
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● 世界全体の平均危機時刻は、調査開始以来最も針が進んだ昨年とほぼ同時刻の 9 時 46 分。 
● 危機意識が高いのは、昨年同様、オセアニア、北米、西欧の 3 地域。東欧・旧ソ連も 9 時

台となった。逆に最も低いのは全地域中、唯一 8 時台に留まるアフリカ。 
● 環境危機時刻を世代別にみると、「60 代以上」の危機意識が最も高い。 
● 危機時刻を決める上で念頭に置く項目は 2011 年以来一貫して「気候変動」が最多。 
● 一方、環境に対する危機感を時刻からみると、「生物圏保全性」が最も高い。 
● 今年から環境問題への取組みに対する改善の兆しは見られるかという設問を設けた。 
● 脱炭素社会への転換については、地域差はあるが全体として僅かながら改善が見られる。 
● 環境問題への取り組みに対する改善の兆しがみられる項目として最も多く選ばれたのは「気候変動」。 

ニュースリリース 
 

過去６年間の危機時刻経年変化
（全世界）

1992 年の調査開始以来最も針が進んだ昨年と
ほぼ同じ危機感を示している。　
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年
、
イ
ン
ド
全
体
で
年
間
５
０
０
万
人
以

上
が
洪
水
な
ど
の
災
害
で
影
響
を
受
け
ま

し
た
。
２
０
１
９
年
に
入
っ
て
か
ら
は
北

極
圏
で
の
火
災
が
深
刻
で
す
。

Ｆ
ｏ
Ｅ　

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
は
最
新
の
国

際
議
論
を
ウ
ォ
ッ
チ
し
、
途
上
国
の
現
状

や
市
民
社
会
の
声
を
踏
ま
え
た
提
言
活
動

を
日
本
政
府
な
ど
に
対
し
行
う
こ
と
に

加
え
、
実
際
に
気
候
変
動
の
影
響
を
受
け

る
途
上
国
で
の
現
地
調
査
も
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
に
、
ス
リ
ラ
ン
カ
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る
気
候

変
動
の
影
響
と
そ
の
対
策
や
課
題
な
ど
に

つ
い
て
調
査
し
、
動
画
な
ど
に
ま
と
め
て

い
ま
す
。
最
近
で
は
モ
ル
ジ
ブ
の
海
面
上

昇
や
適
応
の
限
界
に
つ
い
て
調
査
を
行
い

ま
し
た
。

日
本
は
こ
れ
ま
で
多
く
の
化
石
燃
料
を

民
の
方
々
と
協
力
し
た
情
報
発
信
な
ど
の

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

気
候
変
動
の
緊
急
性
を
感
じ
る
人
が
ま

だ
少
な
い
日
本
。
国
際
的
な
議
論
を
わ
か

り
や
す
く
紹
介
し
た
り
、
若
者
を
巻
き
込

ん
だ
イ
ベ
ン
ト
や
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
開
催

し
、
気
候
変
動
を
自
分
ご
と
に
し
、
一
人

一
人
が
で
き
る
気
候
変
動
ア
ク
シ
ョ
ン
を

呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

気
候
変
動
対
策
は
待
っ
た
な
し
で
す
。

多
く
の
人
の
生
活
や
命
、
人
権
が
危
機
に

さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。

何
十
年
も
前
か
ら
、
大
量
生
産
・
大
量

消
費
・
化
石
燃
料
依
存
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
が
地
球
を
破
滅
さ
せ
る
と
警
鐘
が
鳴
ら

さ
れ
続
け
て
い
ま
す
が
、
い
ま
だ
に
私
た

ち
の
社
会
は
抜
本
的
な
転
換
を
実
現
で
き

て
い
ま
せ
ん
。
今
こ
そ
、
政
策
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
今
の
社

会
の
シ
ス
テ
ム
を
大
き
く
変
え
な
く
て
は

な
ら
な
い
時
に
来
て
い
ま
す
。

消
費
し
て
発
展
し
て
き
た
上
、
今
で
も
一

人
当
た
り
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
が
世
界
５
位

と
い
う
大
量
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
国
で

も
あ
り
ま
す
。
気
候
変
動
へ
の
歴
史
的
責

任
が
大
き
い
日
本
に
は
、
自
国
内
で
の
大

幅
な
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削
減
や
、
途
上

国
へ
の
資
金
・
技
術
支
援
を
行
う
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

近
年
、
気
候
変
動
の
観
点
か
ら
、
発
電

源
の
中
で
も
温
室
効
果
ガ
ス
を
最
も
多
く

排
出
す
る
石
炭
火
力
発
電
か
ら
の
脱
却
が

世
界
的
に
進
み
始
め
て
い
ま
す
。

日
本
は
石
炭
火
力
発
電
に
大
き
く
依
存

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
日
本
は
「
従
来
よ

り
効
率
の
良
い
日
本
の
石
炭
火
力
発
電
」

を
「
気
候
変
動
対
策
」
と
し
て
輸
出
推
進

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
高
効
率
と
い
え

ど
も
、
石
炭
火
力
発
電
は
そ
の
他
の
電
力

源
に
比
べ
て
最
も
多
く
の
温
室
効
果
ガ
ス

を
排
出
し
ま
す
。
ま
た
途
上
国
に
輸
出
さ

れ
る
石
炭
火
力
発
電
所
に
は
大
気
汚
染
物

質
を
抑
制
す
る
装
置
が
十
分
に
備
え
付
け

ら
れ
て
い
な
い
ケ
ー
ス
が
多
く
、
公
害
の

原
因
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

気
候
変
動
対
策
に
人
権
や
公
平
性
の
観

点
が
欠
け
れ
ば
、
結
局
、
人
権
侵
害
や
環

境
破
壊
に
つ
な
が
っ
て
し
ま
い
、
本
末
転
倒

で
す
。
そ
の
た
め
Ｆ
ｏ
Ｅ　
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
で

は
、
支
援
の
現
場
で
起
き
て
い
る
問
題
点
に

つ
い
て
も
調
査
し
、
人
権
や
持
続
可
能
性

に
配
慮
し
た
「
海
外
支
援
」
が
行
わ
れ
る

よ
う
提
言
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
国
内
で
進
む
新
規
石
炭
火
力
発

電
事
業
に
関
す
る
問
題
提
起
や
、
地
域
住

海面上昇など気候変動の被害を受けるモルジブ
の海岸

COP 24 ポーランド会議で気候正義を訴える市民の
様子（2018 年 12 月ポーランド）

「
地
球
に
や
さ
し
い
カ
ー
ド
」
２
０
１
９
年
度
助
成
団
体
紹
介

Ｆ
ｏ
Ｅ　
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
の
活
動

Ｆ
ｏ
Ｅ　
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
は
、
１
９
８
０
年

か
ら
日
本
で
活
動
す
る
国
際
環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ

で
す
。
気
候
変
動
・
森
林
破
壊
・
開
発
に

よ
る
環
境
破
壊
・
原
発
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題

な
ど
様
々
な
問
題
に
取
り
組
み
、
調
査
・

提
言
活
動
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
活
動
を
通
じ

て
地
球
上
の
す
べ
て
の
生
命
（
人
、民
族
、

生
物
、
自
然
）
が
互
い
に
共
生
し
尊
厳
を

も
っ
て
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
、
平
和
で

持
続
可
能
な
社
会
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

拡
大
す
る
気
候
変
動
の
被
害

相
次
ぐ
豪
雨
災
害
や
連
日
の
猛
暑
、
日

本
で
も
気
候
変
動
の
影
響
を
身
を
以
て
感

じ
る
機
会
が
増
え
ま
し
た
。
２
０
１
５
年

に
採
択
さ
れ
た
「
パ
リ
協
定
」
は
、
京
都

議
定
書
に
代
わ
る
気
候
変
動
に
関
す
る
国

際
的
な
枠
組
み
で
す
。
そ
こ
に
は
、
世
界

の
気
温
上
昇
を
産
業
革
命
前
に
比
べ
て

２
℃
未
満
よ
り
十
分
低
く
保
つ
こ
と
を
目

標
と
し
、
1.5
℃
に
抑
え
る
努
力
を
追
求
す

る
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
世
界
の
平
均
気
温
は
す
で
に

産
業
革
命
期
前
に
比
べ
、
約
１
℃
上
昇
し

て
い
ま
す
。
世
界
中
で
気
候
変
動
を
原
因

と
す
る
異
常
気
象
の
多
発
、
海
面
上
昇
な

ど
、
様
々
な
形
で
私
た
ち
の
生
活
や
自
然

環
境
に
影
響
が
出
て
い
ま
す
。
２
０
１
７

年
、
災
害
に
よ
る
国
内
避
難
民
は
世
界
で

２
千
万
人
に
も
及
び
ま
し
た
。
２
０
１
８
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塚
Ｆ
Ａ
Ｎ‘
Ｓ
文
通
サ
ー
ク
ル
Ｒ
ｅ
ｎ
ｋ

ａ
、
㈱
種
清
、「
小
さ
な
親
切
」
運
動
奈

良
県
本
部
、
デ
ジ
タ
ル
プ
ロ
セ
ス
㈱
、
東

京
少
年
友
の
会
立
川
会
、
東
洋
熱
工
業
㈱

大
阪
支
店
、
有
限
責
任
監
査
法
人
ト
ー
マ

ツ
、（
一
社
）
徳
之
島
観
光
連
盟
、
名
古

屋
市
社
会
福
祉
協
議
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
、
ニ
ッ
パ
ツ
・
メ
ッ
ク
㈱
、
日
本

機
材
㈱
、
日
本
フ
ル
ハ
ー
フ
㈱
、
日
本
郵

便
㈱
市
川
大
洲
郵
便
局
、
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク

エ
コ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
労
働
組
合
、
パ

ナ
ソ
ニ
ッ
ク
ホ
ー
ム
ズ
労
働
組
合
、
ハ
ン

ド
メ
イ
ド
Ｌ
ｕ
ー
ｘ
、
日
立
建
機
日
本
労

働
組
合
、日
立
建
機
労
働
組
合
本
社
支
部
、

福
岡
県
立
特
別
支
援
学
校
「
福
岡
高
等
学

園
」、富
士
通
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー

ビ
ス
㈱
、（
公
社
）
宮
城
県
宅
地
建
物
取

引
業
協
会
、㈱
ミ
ラ
イ
ト
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

ズ
緑
の
会
、㈱
ロ
イ
ヤ
ル
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
、

ワ
ミ
レ
ス
コ
ス
メ
テ
ィ
ッ
ク
ス
㈱

新
入
個
人
会
員

（
６
月
中
旬
～
９
月
15
日
敬
称
略
）

江
島
智
恵
子

寄
付
協
力
者

（
６
月
中
旬
～
９
月
１
５
日
敬
称
略
）

新
井
信
衣
、
淡
野
ゴ
ス
ペ
ル
ク
ワ
イ
ア
及

び
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
募
金
箱
、
㈱

Ｅ
Ｃ
Ｃ
、
大
槻
幸
一
郎
、
木
野
友
義
、
黒

澤
一
雅
、
小
松
原
誠
、
酒
本
直
樹
、
ジ
ャ

パ
ン
カ
イ
ン
ド
ネ
ス
協
会
、㈱
正
宝
住
販
、

㈱
セ
デ
ィ
ナ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ベ
ン
ダ
ー

協
会
、
森
口
修
、
ラ
サ
商
事
㈱

使
用
済
み
切
手
等
協
力
者

（
６
月
中
旬
～
９
月
15
日
敬
称
略
）

足
立
恵
美
子
、
阿
部
榮
美
子
、
淡
野
ゴ
ス

ペ
ル
ク
ワ
イ
ア
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト

来
場
者
、
石
井
ふ
み
子
、
市
川
浩
一
、一

柳
清
美
、
渋
川
文
隆
、
進
士
五
十
八
、
菅

井
節
子
、
染
矢
武
尊
、
土
屋
の
り
、
富
沢

千
代
、
羽
生
佳
代
子
、
林
央
、
福
田
順
子
、

堀
内
志
保
、
山
口
元
子
、
藪
陽
一
、
渡
辺

純
子
、
匿
名

同
法
人
・
団
体
協
力
者

（
６
月
中
旬
～
９
月
15
日
敬
称
略
）

㈱
朝
日
工
業
社
、
井
上
健
太
郎
税
理
士
事

務
所
、
イ
ン
フ
ォ
コ
ム
㈱
、
宇
佐
な
が
す

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
柏
市
国
際
交
流
協

会
、
神
奈
川
機
器
工
業
㈱
、
神
奈
川
少

年
友
の
会
、（
一
財
）
九
州
環
境
管
理
協

会
、
京
葉
ガ
ス
「
小
さ
な
親
切
」
の
会
、

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
大
阪

－

中
央
、
三

洋
電
機
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
推
進
委
員
会
、
㈱

シ
ー
エ
ス
イ
ー
、
Ｊ
Ｘ
Ｔ
Ｇ
エ
ネ
ル
ギ
ー

㈱
関
東
第
２
支
店
、
清
水
建
設
㈱
安
全
環

境
本
部
、
新
光
電
気
工
業
㈱
、
生
長
の
家

白
鳩
会
東
京
第
二
教
区
連
合
会
、
ダ
イ
ジ

ク
㈱
、
大
成
建
設
㈱
横
浜
支
店
、
大
平
工

業
㈱
、
高
千
穂
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
宝

使用済み切手等売上表
（６月中旬～９月15日）

未使用テレホンカード 0 円

未使用／使用済切手 282,078 円

未使用／書き損じハガキ 23,134 円

外国コイン＆紙幣 4,560 円

合　　　計 309,772 円

たくさんの使用済み切手など
ありがとうございました（お知らせ）第 13 回 研究 ･ 活動報告会の開催

　11 月８日（金）に標記の報告会を開催します。
　様々な環境問題に取り組む助成団体のうち、本年は「生物多様性」
に注目して下記記載の２団体から、日頃の活動状況が報告されます。
また、活動報告に先立ち、令和元（平成 31）年度助成団体に対して、

「助成金贈呈式」を開催します。
　入場無料です。多くの皆様に日頃の活動状況をお聴きいただけれ
ばと願っています。こぞってご出席をお願い致します。

主　催　公益財団法人 緑の地球防衛基金 
後　援　株式会社セディナ地球にやさしいカード　
日　時　令和元年 11 月 8 日（金）14：00 ～ 17：00
場　所　‌�馬事畜産会館 2 階会議室�

〒 104-0033　東京都中央区新川 2-6-16
　　　　　（�地下鉄東西線・日比谷線「茅場町駅」徒歩 5 分�  

JR 京葉線・地下鉄日比谷線「八丁堀駅」徒歩 5 分�  
都営バス東 16 系統　東京駅八重洲口発深川車庫前また
は東京ビッグサイト行き　バス停「新川」下車徒歩２分）

第 一 部　　助成金贈呈式（14：00 ～）　　

第 二 部　　研究・活動報告会  (14：30 ～ 16：30 頃） 

　○「トンボの種の保�全と自然環境を守る」
　　　　　　　　　　　ＮＰＯ法人　桶ヶ谷沼を考える会

　○「国の天然記念物のシマフクロウ保護に向けた取組」
　　　　　　　　　　　虹別コロカムイの会

　この後、意見交換のための懇親の時間を若干設け、17：00頃終了予
定です。

　参加ご希望の方は、「緑の地球防衛基金」まで、次のいずれかの方法で
ご連絡願います。電話（03-3297-5505）、FAX（03-3297-5507）、
E-mail（defense@green.email.ne.jp）。締切りは11月6日。
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